

































ここに登場する人物を見 と 幕府の学頭林家の関係者が中心となっていることに気付く。 発願者たる野間三竹は
林羅山の門人である。鵞峯は羅山 嗣 り、寛文四年に設立された国史館において、 『本朝通鑑』編纂の指揮をとっていた（寛文十年完成） 。人見竹洞や狛庸は林家の門人で国史館の館員である。三竹は東上するたびに足繁く国史館へ通っていたことが、鵞峯の『国史館日録』の記事からわかる。北嶋三立は肥後の人 熊本藩の儒医で寛文七年には『肥後国郡一統志』編纂に従事していた いう。長崎に遊学して黄檗僧より唐様の書を学んでおり書家としても知られる。鵞峯・竹洞らとも交際していた うで、跋文には三竹の「門人」とある。板倉重矩と三竹とは 重矩の追悼文集に鵞峯や竹洞と並ん 一文を寄せるほどであった。　
つまり、和刻本 『四時幽賞』 は、林家の周辺に集うごく親しい人間関係の中で刊行されたものである。彼ら とっ









点物であろう。その装幀は巻子本と冊子体のどちらの可能性もあるが 鵞峯が「一帖」と呼んでいることから、冊子体で本文と絵が対になった、つまり和刻本 ような体裁の画帖で ったとみるのが自然であろうが、残念なが現存を聞かず、詳細は不明である。　
この肉筆本『四時幽賞』をもとにして寛文八年七月に刊行されたのが、和刻本『四時幽賞』なのである。刊記は
「寛文八年戊申夷則下旬、洛陽小川、林和泉掾」とする（夷則は旧暦七月の異称） 。この林和泉掾とは、京都の書肆出雲路家のことで、幕府と公家の両方につな りをもち、京都第一の格式をほこる版元であった。当時『本朝通鑑』編纂中の国史館にもしばしば出入りしており（ 『国史館日録』 ） 、野間三竹自身この書肆から『桑華紀年』七巻や『本朝詩英』五巻などを刊行 ている。現在『四時幽賞』の和刻本は 国文学研究資料館や早稲田大学など、いくつかの公的機関に所蔵されるが、その影印は刊行されてい い。和刻本を見る限り、そ 書体は版本に通行の書体で、一筆であるように見え、とても三人の手が入ってい ようには見えないし、各章ごとに付けられたそれぞれ 絵についても、参加したという狩野派五人の誰によるものかは全く区別できない。　
三竹のために狩野派を動員した老中板倉重矩についてもふれておかねばならない。重矩は寛文八年の五月に京都
所司代に任命されており、同時期に刊行された和刻 『四時幽賞』を手 したこ であろうが、この重矩が 所司代在任中の約二年半 間に、 『牧民忠告』 『荒政要覧』 『新註無冤録』という三種類の実用的な漢籍を、無刊記 で和刻刊行したことが最近判明し、既 報告したと ろ ある（本誌四五号・四六号 拙稿参照） 。重矩がこれ 三種を











前稿の解題で述べたように、 『四時幽賞』 編者高濂はそれまで 西湖 献とは全く異なり、 「西湖」に堆積した














































































と霜は紅色に、霧は紫色に染まり、入り交じって林となる。その姿は夕陽に映えてあざやかにつややかで人の目を奪う。時には小舟に酒樽を積み込み、橋にあがり風景を鑑賞して詩を吟じる。あるいは一つ二つの新しい句を得て、携えてきた袋から紅葉を出してこれに書き付け、風に向かって水に投げると、水面に浮かんで流れにしたが 、どこまで漂っていくのかわからない。風雅な気持ちが湧き上がってきて人の心を乱す。月夜の中で紅葉に対座すれば、露にうるおって紅色がさら 鮮やかになる。朝もやに目を凝らして眺め と、朝焼け雲のように日に照らされて美しい。ど してただ、 「紅葉は二月の花に勝る」とのみ言えようか。　
西風が起こると一葉が飛び、 酒樽の前に落ちる。それは秋の気配が人を憐れんでいるかのようだ。わたしの高揚し




















る。小径に入れば、珠英（桂の異名）の樹木がそびえて、香りが人の気配のない山中に満ちてい 。こころよく奥深いおもむきを味わえば、霊鷲山 金粟世界に入ったか だ。　
龍井の村で水を汲んで（ 花を）お茶に点てて、さらに僧院の厨房から山の野菜などをもらっ 、おかずにも作
る。仙遊の友といっしょに大いに食せば、からだの中全体が花の香りで馥郁となる。帰りに数本 枝を携え 、書斎の昼寝の友とすれば、心は清く精神は解き放たれ 、夢の中でもなお花 境地にいることができる。　
昔から聞くところでは、聖なる桂の木が月の中に生えているというが はたしてどうであろうか。もし、広寒宮
（月の中の宮殿）に桂が生えているというなら、かならず、雲のかけはしを天への通路にして、その枝を折ってみた









三塔の基底部が草が豊かで沙場が広く、 雁が群がり鳴き交わして舞い降 、 渡りの陣形を解いて休息する場所となっている。舟を仕立てて夜に坐って聞くと、居場所を争い、魚をついばむことを争って、その姿は湖上にただようもやを乱している。水面に宿り（湖面に映った）雲の中に眠って、その鳴き声は月夜に凄絶に響く。三塔の基底 は、雁の玉 ころがすような鳴き声が遠くまで澄みわたり、秋の声で耳が満たされる。これを聞けば、みな黙りこんでしまう。　
思いがけず、ある夜、西 いて山の頂上 樹木を冷やして紅葉させ、湖岸は露で寒々と真っ白になる。この知

















間から点滴する音の響きは金石をたたくようである。またそ 水の味わ は清らかで甘く、さらに雨 降った後は、泉の水も多くなる。滴下する音の清ら で涼しげなことは、い なる音楽の演奏よりもまさっている。　
わたしはここに来るといつも、泉を飲んで脾臓をひたし、石で歯をすすぐ（ことで隠士の志を改めて高める） 。そ



















を見れば、澄んだ湖面が化粧箱 開 たようにあらわれ、その鏡が月のように明るく光っている。右を見れば、長江の波が縄の紋のように打ち寄せて天 川 ようでもあり、玉のみずち 曲がりくね い ようでもある。　
前後に並ぶ城郭や住居、郊外の野原や村落は果てしなく広がり、一片の紙に画かれた絵のようで、鱗のようにびっ












る。だから多くは見るこ ができない。見たところで豊かで美しいというわけではな 。秋が来ると、杖に助けられて、あまねく杭州城内の園林や山村 垣根を訪ねる。　
茶を入れる童子を連れて花の主人に面会を申し込み、いっしょに花を見て優れたものを談論し あるいは花の品


























になる。初秋のころ、夜に僧坊で宿泊し午前四時に起きて塔の頂上に登り、東を望めば海に昇 朝日 まさに出ようとするところである。紫 霧がさかんに湧き上がり、金の朝焼け雲が広くただ 。天をめぐるその光彩は、長い練り絹を横たえたところに、丸い車輪を走らせるかのようである。あるいは、虎や豹がはね飛び、鳳凰や鶴が飛び舞うようである。五色 鮮やかな色彩はまた く間に様子を変え、幻 よう 瞬時に様々な姿に変化す　
しばらくして、太陽が炎を吹いて無数 山々が赤く染 る。金輪は海からひらめき出て、火の鏡が空に浮かび、夜












ない。わたしは昔、 寺で法会を修して塔に灯火を点灯した。夜半の月の光 空に横たわり、 銭塘江の川の波は静寂をたもってゆっくりと流れ去り 月の光を呑み込み、また吐き出 ているようで、これは れで一つの奇景であった。しばらくし 、風が急に寒くな 海門に潮が盛り上がってきて、月の光と銀 波の光とが揺 て 雪 ようなしぶきを飛ばす。雲が岸にかかり、波はとどろき渡るかみなりの 音を立てて巻き上 る。白い練 絹のよう風が吹 おこり、走り飛んで曲が くねる勢いは、ま で山岳の間に声が響き渡るようで、その音 聞くもの 毛や骨をそばだたせる。昔から「十万の軍勢の鬨の声と夜半の潮の音」 いう 、まことにその通りである。目に見えるものはすべて心をおどろ す。　
それで思うのだが、その昔、あちこちに遊んでいたわたしは、水と空と共に漂泊し、潮にしたがい波を追って、い










がきらめき輝く。湖面で 氷がとけ、玉のように点々と浮かぶ。その時に小舟を操って氷をたたき割りながらあちこちに遊ぶ。氷が開いてできる水路は、舟が長い蛇を引いているようである。氷は明るくひかり、くるくるとひっくり返り、積み重なる。家の者がうまく氷の固まりを砕き、手でもち上げてか かんと音を立てて投げると、その音は百歩先まで届く。ま で星が流れるようである。あるいは 激しく打たれ こなごなに砕かれたかたちは玉の屑が飛ぶようだ。大いに寒中の見物とな 奥深いこの楽しみはおそらく人の同じくするもので ないだろう　
船端をたたいて長く歌い、 酒をと 豪快に飲み干す。陽春の満ち足りた思いにひたり、 白雪が我が友であること
















三茅山は杭州城内の高い ころで、湖水をめぐり囲んでいて その景勝 ることでは、もっとも楽しい場所であ
る。時あたかも雪が積もってから初めて晴 日、まばらな木々がすっきりと開け、湖水は遙かに広がり、寒いもやが山をめぐる。幾重にも た雪景色である。湖水に浮かぶ舟の帆 片々とひ がえり、 風が銀色 梭のような船を吹き渡す。木々の生えた家々は、 （雪に覆われた）玉のような瓦が寒々としている。山の小径には人跡が絶え、板橋の通路では、白い帯がひるがえるように車が行き来している。木こ の歌が東の谷に響き、釣 人 蓑 凍りつく。　
雲に飛び去る鳥を目で追いながら、 遙かなるものへのわたしの思いに極まりがないこと 感じ 。時には、 坊さん



























が長い」 （天目生来両乳長）という偈文がある。冬の日、木の葉が落ちるころ、天目山で山を見る遊びに出かけた。天気は晴朗で、もやや雲はすっきりと吹き払われている。杖に助けられて嶺を踏み 四方を望めば、その眺望は限りない。両山が東にのびて、高く低く起伏してま りくねり、さかんに駆け上がって、河に至ってはじめて尽きる。まことに龍が翔け、鳳凰が舞うようだ。目を凝らすと、練り絹で横 境を隔てたようになっているのが銭塘江で、それより彼方 茫々と広がっているのが東海である。　
あの群がり生えているのは、松だろうか、竹だろうか。山寺の坊さんは指さして言う、あれは宋代の王侯の廃れた

















けていない。世を避けて暮らす隠者は、これを啜れば寒さにうち勝つのに充分である。時には南の窓辺に差し込む日の光が暖かで、寒風に悩まさ ないことがうれしい。静かに古人の画軸を開く。 「風雪帰人」 「江天雪棹」 「渓山雪竹」 「関山雪運」など 冬の図を見る。 う た絵 見て、実際の風景に対してみると、古人の自然模倣の筆致がよくわかる。実際の風景も、そして絵図も、共に造化の神のはからいであることを知らねばならない。　
わたしは絵を手に取って思う。これは人が景観を楽しんだものだが、景観のほうから たしを見れば、わたしが





雪夜にたまたま禅寺に宿り、僧と共 いろりを囲み、少 山芋を炙って剥き、口に入れれば、その味わ は世の






えば、何が有るのですか、 「無」と言えば、何が無いのですか？。 「有」 「無」があいともに滅するのが「真空」なのです。空でもなく、空 もないことはなく、空の空なることがなく、これを名付けて禅と言います。空にこだわって禅を理解すれば、それはまた実相真如に執着することであり、禅は理解できません。これは精進努力の力で到達し理解できるものではないのです。また智慧の力で速やかに悟ることのできるものでもありません。　
あなたは、どうして芋を見ないのですか？。芋は火が通らなければ口に入れることはできません。火の効果がな










































だから自意識がなくな 青い竹の筒に入っ 酒はさわやか 白い蓮根 涼味を生じ 。喧噪の俗世を避けて水辺のあずまやで穏やかに一眠りすれば、初夏の風に吹かれ、ものうげでまことに心地よく、山 楼閣には峯々から雨が送られる。わたし 冷めた視線をさまよわせて、その奥深い興趣には俗気がない。ひっそりとして、のびのびとしたこうした楽しみの何と多 ことだろう。　
秋は、高いところに登り、声を長くして歌をうたい、水に臨んで詩を賦す。酒に菊の花を浮かべ、紫の蟹を供え



































参照。えびの鬚―和刻本「霞鬚」 、活字本・ 『遵生八箋』 「霞須」 。 「蝦鬚」の音通と解する。鵲の橋―七夕の夜、織女が鵲に乗って天の川を渡るという伝説から生じたことば。 『白孔六帖』に「烏鵲填河成橋度織女」 ある。天の川―原文「縄河」 。*27　
満家巷―龍井付近の地名のようであるが未詳。活字本「満家弄」 、和刻本「満家街」 。龍井―注３参照。足の弱い驢馬―原


















る古刹。晋の咸和元年（三二六） 、僧慧理の創建。 『遊覧志』巻一〇 『夢尋』巻二参照。滄海桑田― 更聞桑田変成海」の句が劉庭芝「代悲白頭翁」 （ 『唐詩品彙』巻二五所収） ある。世の変遷のはげしいこ たとえ。唐宋 遊客たち―志』巻十には「皆趙閲道、蘇子瞻、秦少游、黄魯直諸賢留題」 ある。
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い。西湖から西へ約六〇キロほど。 『天地鈴経』―原文「地鈴」 。書物の名前とみて、 『雲笈七籤』巻一一〇に出る「天地鈴経」と解した。同経は現在見当たらない。 目山は生まれつき…―『天地鈴経』の逸文であろ*43　『水滸伝』―明代の『水滸伝』流行の一端については、張岱の『陶庵夢憶』巻六「水滸牌」参照（岩波文庫版二三五頁） 。
*44　
溜まり水―原文「半天河水」 。竹や木のうつぼ 溜まり水。 「 雪帰人」…―以下、画題であろう。いった どれが「真」
で、どれが「仮」だと…―原文「孰為真仮」 「真」 「仮」の用語は明代の思想を読み解くキーワードの一つである。*45　
真空―明代の洪自誠著『菜根譚』に、 「諸法 実相である真空は、単なる空無ではない。現象 執着して それを唯 の
285284
名古屋外国語大学外国語学部紀要第48号（2015.2）
― 24 ―― 25 ―
二五
実在であるとするのも真実ではなく、反対に現象を破邪して、それは全くの虚妄であるとするのも真実ではない」とある（岩波文庫版三〇八頁、今井宇三郎氏訳） 。 「真空」も明代の宗教思想を理解するためのキーワードの一つ。なお、 『菜根譚』が他ならぬ高濂の『遵生八箋』に附録されて行われたことは、岩波文庫版解説参照。弥勒菩薩―釈尊の救いに洩れた衆生を悉く済度するという未来仏。中国では布袋を弥勒の化身とする信仰がある。僧俗が芋を食べる話柄については、 釈明
と李












四） 、剡渓の藤で玉版紙が作られていたことがわかる。また 紹興府志』物産志二 「玉版紙瑩潤如玉」とある。烏絲闌―絹本に織りなさ た黒い界線。後に写本の界線をいう（ 『唐国史補』下等参照） 。*49　
曲水―庭園などをまがり流れる水。銭を杖にさして酒を買えば…―阮脩が外出の時いつも銭百文を杖の先にぶら下げ













訪ねた故事で知られる（ 『晋書』列伝五〇、 『世説新語』任誕篇、 蒙求 子猷尋戴 。玄圃―注１参照。もはやい しかたない（中略）何故だろう…―原文「已矣乎（中略）胡為乎 陶淵明「帰去来辞」の後半に全く同じ構文がある（ 『古文真宝』上） 。高濂は『四時幽賞』を著すにあたり、 「帰去来辞」を意識してい のであろう。 『菜根譚 にも陶淵明重視の性格が指摘されており（岩波文庫版解説） 、高濂と軌を一にするものとして興味深 。
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